
シンポジウム
「第7周期元素科学：超重元素の物理と化学」

はじめに：
萩野浩一（京都大）
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これまでに合成された
超重核

119番、120番元素の生成（理研）
第7周期元素から第8周期元素へ

安定の島に
向けて



超重元素の物理と化学で明らかにしたいこと

 最も重い元素は何か? → 119番、120番元素の合成


208Pb の次の二重魔法核は何か? → 安定の島はどこにある?

 周期表はどう変わるのか、変わらないのか?

超重元素を核反応で作る ←反応機構は理解されているのか?

理論模型に予言能力はどのくらい
あるのか?

 r-プロセス元素合成で超重元素は出来たのか?

cf. 中性子星の合体



超重元素の核物理 超重元素の化学や物性 宇宙物理

核物理、化学、宇宙物理などの分野融合による超重元素の研究

超重元素：強い電場の環境下での量子多体系

広い分野で議論をすることで超重元素の科学に迫る



プログラム

活発な議論をよろしくお願いします！

羽場宏光（理研） GARIS / 化学（化合物）
佐藤哲也（JAEA） 化学（単原子の電子構造）
酒見泰寛（CNS) 重元素によるEDM 測定

休憩

青木和光（国立天文台） 天体観測
宮武宇也（KEK) 原子核実験（安定の島）
坂口聡志（九大） 原子核実験（新元素合成）
内藤智也（東大） 理論（核子系と電子系）


